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晨

　
　
　利

　信妙寂寺本堂横の二本のイチョウは昭和 61 年に倉吉市の保存樹に指定されました。当時樹齢は100 年と推定され、毎年秋
にはたくさんの葉を美しく紅葉させ、多くの銀杏を実らせます。落ち葉は美しい絨毯を作り、鳥の命を守る住処ともなっています。

寺院名物シリーズ　　鳥取伯耆組・妙寂寺40

第
四
期
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）

最
終
年
度
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

央

委

員

会

委

員
　
波は

　
北ぎ
た

　
　
　
顕け
ん

本
年
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）
の
第
四
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
期
間
の
四
年
目
と
な
り
、
い
よ
い
よ
最
終

年
度
で
す
。
宗
派
で
は
こ
の
第
四
期
に
お
い
て

「〈
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～
D
ā
n
a
　
for
　

Wor
l
d
　
Peace
～
〉
―
子
ど
も
た
ち
を
育

む
た
め
に
―
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
総
括
と
し

て
そ
の
活
動
を
お
伝
え
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
浄
土
真
宗
の
有
志

で
国
際
的
に
活
動
す
る
団
体
や
、
カ
ト
マ
ン

ズ
本
願
寺
と
連
携
し
た
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
（
主
に
学
校
の
建
設
）
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
募
金
額
は

二
〇
、九
二
三
、三
三
五
円
（
宗
門
全
体
）
で
、

山
陰
教
区
は
三
四
四
、〇
八
八
円
で
す
。

（
十
二
月
一
日
現
在
）

・�

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
応
援
す
る

子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
事
業
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

・�
施
設
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
応
援

す
る本

願
寺
派
全
国
児
童
養
護
施
設
連
絡
協
議

会
に
加
盟
す
る
十
四
施
設
と
、
母
子
生
活

支
援
施
設
本
願
寺
ウ
ィ
ス
タ
リ
ア
ガ
ー
デ

ン
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

・�

西
本
願
寺
み
ん
な
の
笑
顔
食
堂
に
つ
い
て

年
に
数
回
で
す
が
聞
法
会
館
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
学
習
支
援
と
無
料
の
お
弁
当
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
宗
派
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
実

践
事
例
」
を
掲
載
し
た
り
、
仏
事
奨
励
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

実
践
運
動
の
人
権
啓
発
推
進
活
動
に
お
い
て
、

感
染
症
・
ハ
ン
セ
ン
病
と
差
別
問
題
に
つ
い
て

学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
啓
発
資

料
『
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
と
向
き
合
う
―
本
願
寺

教
団
の
歩
み
と
課
題
―
』
を
全
ケ
寺
に
配
布
を

し
ま
し
た
。
宗
派
で
は
以
上
の
よ
う
な
実
践
運

動
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

山
陰
教
区
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
各
種
研
修
会
や
教
務
所
へ
の
来

訪
の
際
に
持
参
さ
れ
る
方
々
も
増
え
て
お
り
、

教
区
の
取
り
組
み
と
し
て
定
着
し
て
き
た
感
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、

各
市
町
村
の
社
協
や
組
、
教
化
団
体
、
寺
院
と

の
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
各
組
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
を
も
と
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
第
四
期
の
推
進
期
間
も
今
年
度
で
最

後
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
五
期
に
向
け
て
、

公
聴
会
で
出
さ
れ
た
意
見
や
、
教
区
で
の
実
践

運
動
委
員
会
の
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
総
合
基

本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
案
が
作
成
さ

れ
ま
す
。
第
五
期
も
我
々
一
人
ひ
と
り
の
念
仏

者
の
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。
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フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
報
告

九
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
に
「
第

四
十
四
回
全
国
寺
族
青
年
軟
式
野
球
大

会
」
が
宇
治
市
の
総
合
運
動
公
園
太
陽
が

丘
で
開
催
さ
れ
、
山
陰
教
区
寺
族
青
年
野

球
部
も
参
戦
い
た
し
ま
し
た
。
初
戦
、
東

海
教
区
と
対
戦
。
打
線
が
期
待
で
き
る
メ

ン
バ
ー
で
臨
み
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
相

手
投
手
を
攻
略
で
き
ず
全
国
大
会
の
規
定

に
よ
り
時
間
切
れ
、
２
―
８
と
初
戦
敗
退

で
し
た
。

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
臨
ん
だ

「
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族
青
年
軟
式
野
球

大
会
」。
十
月
十
三
日
に
松
江
市
営
野
球
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
山

陰
教
区
が
担
当
教
区
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

前
日
（
十
二
日
）
に
は
、
市
内
の
ホ
テ
ル

で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
大
会
関

係
者
や
選
手
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

第
四
十
四
回
全
国
寺
族
青
年
軟
式
野
球
大
会

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族
青
年
軟
式
野
球
大
会

野
球
部
主
将
　
　
益
田
組
　
進
徳
寺
　
佐さ

さ々

木き

　
白あ
き

　
文ふ
み

ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
・
個
人
か
ら

二
七
〇
（
延
べ
数
）

届
け
て
い
た
だ
い
た
食
品
・
日
用
品
の

数
二
、九
八
〇

お
米�

約
九
五
〇
㎏
、

お
菓
子�

約
一
、〇
〇
〇
食
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品�
約
一
、〇
五
〇
食
、

缶
詰�

約
二
三
〇
個
、調
味
料�
三
〇
〇
個
、

飲
料
水�

約
四
七
〇
本

そ
の
他
日
用
品
（
洗
剤
・
タ
オ
ル
等
）

こ
れ
ま
で
五
十
二
回
に
亘
り
山
陰
両
県

の
社
会
福
祉
協
議
会
や
管
轄
す
る
役
所
、

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
へ
お
渡
し
し
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
食
品

お
米
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
・
缶
詰
・
瓶
詰
・
乾
麺
・
の
り
・
わ

か
め
・
昆
布
・
粉
末
食
品
（
お
茶
漬
け
の
素
・

味
噌
汁
・
ふ
り
か
け
等
）・
調
味
料
（
醤
油
・

砂
糖
・
麵
つ
ゆ
・
塩
・
味
噌
・
酢
・
食
用

油
等
）・
菓
子
な
ど

〇
注
意
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
一
ヶ

月
以
上
あ
る
も
の
（
社
協
に
よ
っ
て
は

三
ヶ
月
以
上
）

・
未
開
封
で
中
身
が
出
て
い
な
い
も
の

・
常
温
保
存
が
可
能
な
も
の

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB　山陰支店

ご本山への団体参拝は弊社へご用命をよろしくお願い致します。

大
会
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

山
口
教
区
、
備
後
教
区
、
山
陰
教
区
、
三

チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
す
。

初
戦
は
、
山
口
教
区
と
対
戦
し
ま
し
た
。

序
盤
か
ら
自
慢
の
打
線
が
大
爆
発
。
投
手

も
長
州
打
線
を
ね
じ
伏
せ
、
終
わ
っ
て
み

れ
ば
10
―
0
の
大
勝
。
次
の
備
後
教
区
と

の
対
戦
で
も
、
初
戦
の
勢
い
そ
の
ま
ま
打

線
が
つ
な
が
り
、
順
調
に
得
点
を
重
ね

十
三
得
点
。
投
手
陣
も
好
投
、
守
備
の
エ

ラ
ー
こ
そ
あ
り
ま
し
た
が
鉄
壁
の
守
り
で

相
手
打
線
を
ゼ
ロ
に
抑
え
、
二
試
合
連
続

完
封
勝
利
を
果
た
し
見
事
、
優
勝
を
掴
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
つ
の
大
会
を
終
え
、
他
教
区
と
の
親

睦
も
深
ま
り
、
チ
ー
ム
自
体
の
課
題
や
方

向
性
も
み
え
て
き
ま
し
た
。
次
の
大
会
に

向
け
て
一
人
ひ
と
り
が
課
題
を
も
ち
、
練

習
を
重

ね
、
一

つ
で
も

上
を
目

指
し
精

神
一
到

し
て
ま

い
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

7月5日、同朋社会部会の正副部長が大田市社会福祉協議会にお
渡ししました。
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雲�

氏
）
が
「
物
語
で
伝
え
る
仏
さ
ま
と
ご

一
緒
の
人
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、
形
而
上
学
的
な
も
の
、

特
に
信
心
と
は
縁
遠
い
西
洋
科
学
者
で
あ

る
医
者
の
方
が
、
身
内
の
死
に
直
面
し
、

理
路
整
然
と
理
屈
で
理
解
、
納
得
で
き
な

い
こ
と
に
悶
々
と
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
な

か
、
今
ま
で
軽
視
し
て
い
た
仏
さ
ま
の
教

え
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
回
心
し
た
と
い
う

お
話
で
し
た
。

ま
た
、
ご
講
師
の
ご
尊
父
さ
ま
が
先
日

亡
く
な
ら
れ
、
理
屈
で
は
な
い
寂
し
さ
を

述
懐
さ
れ
ま
し
た
。

た
っ
た
三
時
間
の
短
い
総
会
・
研
修
会

で
し
た
が
中
身
の
濃
い
集
ま
り
で
し
た
。

七
月
一
日
（
土
）、
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン

タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
約
八
十
名
の
参
加

で
令
和
五
年
度
の
総
会
・
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
元
理
事
長
の

村
上�

勉�

氏
が
議
長
を
務
め
ら
れ
、
五
つ
の

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
方
々

の
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
の
な
か
令
和

四
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
並
び
に

令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
役
員
改
選
の
年
に
あ

た
り
、
理
事
長
に
出
雲
組
成
福
寺
仏
教
壮

年
会
・
武
田
英
教�

氏
が
選
任
さ
れ
、
副
理

事
長
に
鳥
取
因
幡
組
浄
徳
寺
仏
教
壮
年
会
・

永
原
初
雄�

氏
と
大
田
東
組
仏
教
壮
年
会
・

齋
藤�

寛�

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
研
修
会
で
は
、
本
願
寺
派
布
教
使
、

武
田
正
知�

師
（
上
方
講
談
協
会
・
旭
堂
南

山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟 

総
会
・
研
修
会

山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟 

前
理
事
長
　
眞ま

　
野の

　
明あ
き

　
政ま
さ

若
寺
族
婦
人
研
修
会

七
月
八
日
（
土
）、
浜
田
組
光
西
寺
に

お
い
て
若
寺
族
婦
人
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
浜
田
組
の
寺
族
婦
人
会
の
皆

さ
ま
を
中
心
に
企
画
・
準
備
を
い
た
だ
き
、

教
区
内
か
ら
二
十
四
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。ご

講
師
に
、
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
の

鍋
島
直
樹�

先
生
を
お
迎
え
し
、「
親
鸞
聖

人
に
ま
な
ぶ
基
本
姿
勢
～
仏
さ
ま
と
共
に

心
を
寄
せ
て
～
」
と
題
し
、
ご
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
寄
り
添
う
姿
勢
」
と
は

何
か
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鍋
島
先
生
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ

た
り
、
参
加
者
同
士
が
、
普
段
の
疑
問
や

悩
み
に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間
が
あ
り
、

と
て
も
な
ご
や
か
で
充
実
し
た
研
修
会
で

し
た
。

特
に
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の
悩
み
や

疑
問
を
話
せ
る
場
が
少
な
い
と
の
声
も
多

く
、
今
後
も
本
音
で
話
し
、
交
流
が
も
て

る
研
修
会
や
、
実
践
で
き
る
研
修
会
と
な

る
よ
う
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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と
い
う
名
の
セ
ミ
ナ
ー
に
友
人
が
興
味
本

位
で
参
加
し
、「
君
は
親
鸞
に
浄
土
真
宗
の

教
え
に
騙
さ
れ
て
い
る
」
と
ま
で
言
い
出

し
、
そ
の
豹
変
ぶ
り
に
恐
怖
を
感
じ
て
実

家
に
連
絡
を
取
り
、
無
理
や
り
脱
会
さ
せ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

彼
は
大
学
を
卒
業
、
龍
谷
大
学
大
学
院
へ

進
学
、
宗
学
院
で
更
に
研
鑽
を
積
み
、
今

や
本
願
寺
派
僧
侶
と
し
て
寺
院
活
動
に
布

教
活
動
に
と
活
躍
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

彼
に
当
時
ど
の
よ
う
な
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー

で
あ
っ
た
か
は
聞
い
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
彼

の
そ
の
後
の
歩
み
の
中
で
、
本
願
真
実
に

出
遇
い
支
え
ら
れ
て
、
彼
自
身
の
心
の
自

由
を
取
り
戻
し
、
心
豊
か
に
生
き
て
き
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
あ
ま
り
に
大
き
な

問
題
や
課
題
を
孕
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
し
っ

か
り
学
ぶ
に
は
時
間
が
足
ら
な
い
よ
う
に

七
月
五
日
（
水
）、
同
朋
社
会
研
修
会
を

大
田
市
の
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
て
ら
す
」
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

ご
講
師
は
、
大
田
東
組
正
藏
坊
・
菅
原

龍
憲�

師
で
、「『
信
教
の
自
由
』を
問
う
～『
旧

統
一
教
会
』
問
題
を
め
ぐ
っ
て
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
の
ご
講
演
で
し
た
。

菅
原
さ
ん
は
、
靖
国
神
社
合
祀
取
り
消

し
訴
訟
に
三
十
年
以
上
も
取
り
組
み
、
特

に
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
「
内
心
の
自

由
」
の
基
本
的
人
権
を
国
家
権
力
が
平
然

と
踏
み
に
じ
っ
て
き
た
日
本
近
現
代
史
の

問
題
を
炙
り
出
し
、
本
願
念
仏
者
と
し
て

国
家
権
力
と
毅
然
と
対
峙
し
て
こ
ら
れ
た

方
で
す
。

昨
年
七
月
八
日
、
忽
然
と
起
き
た
安
倍

元
首
相
銃
撃
殺
害
事
件
で
具
現
化
し
た
自

民
党
と
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統

一
教
会
）
の
密
接
な
繋
が
り
も
、
戦
前
に

国
家
神
道
と
結
び
つ
い
て
国
民
を
統
治
し

た
祭
政
一
致
の
構
造
と
な
ん
ら
変
わ
り
な

く
、
ま
さ
し
く
旧
統
一
教
会
問
題
こ
そ
浄

土
真
宗
の
布
教
の
主
題
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
演
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
と
約
四
十
年

前
の
学
生
時
代
、
当
時
「
原
理
研
究
会
」

同
朋
社
会
研
修
会

浜
田
組
　
金
藏
寺
　
朝あ

さ

　
枝え

だ

　
實じ

つ

　
成

じ
ょ
う

感
じ
ま
し
た
が
、「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
」

す
る
宗
門
の
理
念
・
目
的
達
成
へ
の
念
（
お

も
）
い
を

深
め
る
こ

と
が
で
き

た
意
義
深

い
研
修
会

だ
っ
た
よ

う
に
思
い

ま
す
。

仏
教
婦
人
会
連
盟 

初
心
者
の
た
め
の
浄
土
真
宗

期
　
日
　
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

　
　
　
　
七
月
十
五
日
（
土
）

会
　
場
　
本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
者
　
十
八
名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
四
年
ぶ
り
に
（
昨
年
度
は
実
践
運
動

研
修
会
と
併
催
）「
初
心
者
の
た
め
の
浄
土

真
宗
（
若
婦
人
聞
法
の
つ
ど
い
）」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
ご
講
師
に
は
、
島
根
県

出
身
で
「
バ
ル
ー
ン
住
職
」
と
し
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
で
ご
活

躍
の
加
藤
大
地�

先
生
（
四
州
教
区�

今
治
組�

常
髙
寺
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
研
修
会
に
は
、
子
ど
も
も

多
く
参
加
さ
れ
、
先
生
か
ら
浄
土
真
宗
の

み
教
え
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
い

た
だ
き
、
ま
た
、
独
学
で
学
ば
れ
た
バ
ル
ー

ン
を
通
し
て
お
寺
に
来
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
そ
の
場
で
さ
ま
ざ
さ
な
作

品
を
作
ら
れ
、
ま
た
参
加
者
と
一
緒
に
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
く
作

品
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
楽
し
く
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
を
作
り
な
が
ら
も
、
浄
土
真
宗
の
み
教

え
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
声
も
多

く
、
是
非
お
寺
で
も
や
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
声
も

あ
り
ま
し

た
。
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期
　
日
　
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

　
　
　
　
七
月
十
八
日
（
火
）

会
　
場
　�

本
願
寺
山
陰
教
堂
　
教
化
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
宗
務
所
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
接
続
）

参
加
者
　�

三
十
八
名
（
現
地
参
加�

二
十
四

名
、オ
ン
ラ
イ
ン
参
加�
十
四
名
）

今
年
度
の
公
聴
会
は
、「
新
た
に
め
ざ
す

持
続
可
能
な
宗
務
組
織
を
構
築
す
る
た
め

の
具
体
策
」
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
方
向

性
・
次
期
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」（
実
践
運
動
）
総
合
基
本
計
画
・
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
現

状
報
告
・
宗
門
財
政
構
想
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い

て
（
第
三
次
答
申
）」
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
に
対
し
、
ご
参
加
さ

れ
た
方
々
か
ら
、
積
極
的
に
ご
質
問
・
ご

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公

　聴

　会

去
る
九
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
、
本

願
寺
備
後
教
堂
を
会
場
に
第
四
連
区
青
年

布
教
使
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
山
陰
教
区

は
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

初
日
は
法
話
実
演
で
し
た
。
各
教
区
青

年
団
員
が
一
名
ず
つ
十
五
分
間
お
取
次
ぎ

さ
れ
、
山
陰
教
区
は
大
原
浩
市�

師
（
大
田

中
組�

浄
土
寺
）
と
、
ま
と
め
の
法
話
に
副

団
長
の
窪
田
英
俊�

師
（
大
田
西
組�

願
林

寺
）
が
ご
出
講
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
参

り
の
御
同
行
と
共
に
お
聴
聞
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
法
味
あ
ふ
れ
る
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

実
演
後
、
各
教
区
団
長
・
副
団
長
を
中

心
に
講
評
が
あ
り
、
教
学
や
言
葉
の
選
択

に
つ
い
て
、
ま
た
装
束
や
話
術
に
つ
い
て

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ご
意
見
が

あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夜
は
数
年
ぶ
り
に
全
体
で
の

懇
親
会
が
催
さ
れ
、
他
教
区
青
年
団
員
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
布
教
・
伝
道
の
創
意
工
夫
、

ま
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
下
で
の
変
化
や
現

状
認
識
な
ど
意
見
交
換
を
し
、
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。

二
日
目
は
、
先
ず
麻
田
秀
潤�

先
生
（
布

教
団
連
合
同
朋
研
修
講
師
）
の
ご
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
後
退
や
L
G
B
T
Q
な

ど
現
代
の
問
題
も
含
め
、
よ
り
学
び
を
深

め
、
課
題
と
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を
お
教

え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
三
浦
真
証�

先
生
（
龍
谷
大
学

非
常
勤
講
師
）
か
ら
「
何
を
聞
い
て
生
き

る
の
か
―
親
鸞
聖
人
の
信
心
の
世
界
―
」

と
題
し
て
、
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
な
し
た
こ
と
」
で
は
な
く
、

「
な
さ
れ
た
こ
と
」
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
。

と
い
う
先
生
の
言
葉
か
ら
、
親
鸞
聖
人
は

阿
弥
陀
さ
ま
が
私
た
ち
を
救
わ
ん
と
し
て

「
な
さ
れ
た
こ
と
」
を
聞
い
て
生
き
て
ゆ

か
れ
た
と
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
私
た

ち
が
聞
き
、
ご
讃
嘆
さ
せ
て
い
た
だ
く
内

容
は
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
年
（
二
〇
二
四
年
）
度
は

山
陰
教
区
が
研
修
会
担
当
（
二
〇
二
四
年

十
月
一
日
～
二
日�

開
催
予
定
）
で
す
。
教

区
布
教
団
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
意
義
深
い
研
修
会
と
な
る
よ

う
で
き
る
限
り
の
準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
、
教
区
青
年
団
員
の
皆
さ
ま
と
も
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
絆
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
研
修
会
に
向

け
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
謹
ん
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

第
四
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会
に
参
加
し
て

邑
智
東
組
　
西
福
寺
　
小お
が
さ
わ
ら

笠
原
　
宣の
ぶ

　
隆た
か

九
月
十
八
日
、
第
四
十
三
回

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

が
、
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓

苑
に
お
い
て
修
行
さ
れ
、
恒
久

平
和
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
平

和
の
鐘
」
が
撞
か
れ
ま
し
た
。

山
陰
教
堂
や
教
区
内
寺
院
（
八

十
九
ヶ
寺
）
で
も
同
時
刻
に
梵

鐘
や
喚
鐘
が
撞
か
れ
、
平
和
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平和の鐘
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仏
教
婦
人
会
連
盟 

実
践
運
動
研
修
会

期
　
日
　
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

　
　
　
　
九
月
五
日
（
火
）

会
　
場
　
松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
松
江
テ
ル
サ

参
加
者
　
六
十
七
名

本
年
度
の
研
修
会
は
、
仏
教
婦
人
会
綱

領
の
学
び
を
深
め
る
た
め
、
ご
講
師
に
荒

本
由
未�

師
（
大
田
西
組�

西
臨
寺
）
を
お
迎

え
し
、「『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
の
輪
を
ひ
ろ

げ
ま
す�

～
南
無
阿
弥
陀
仏
は
阿
弥
陀
さ
ま

の
よ
び
声
～
」
と
題
し
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。

仏
教
婦
人
会
綱
領
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る

こ
と
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
私

自
身
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
に
も
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
先
生
の
体
験

を
通
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
「
当
た
り
前
で
は
な

い
日
々
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
た
」、「
先
生
の
力
強
い
言
葉
を
胸
に
改

め
て
仏
婦
綱
領
を
声
に
出
し
て
唱
和
し
た

い
」
な
ど
多
く
の
声
が
あ
り
、
ま
た
、
仏

教
婦
人
会
綱
領
そ
の
も
の
が
実
践
運
動
で

あ
る
と
の
先
生
の
言
葉
に
、
改
め
て
学
び

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
三
日
（
日
）、
山
陰
教
堂
教

化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
て
、
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
斎
藤�

会
長
、
今
岡�

副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
事
務
局
、
監
事
は

留
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
会
計
決
算
報
告
、
事
業
報

告
が
あ
り
承
認
さ
れ
、
続
い
て
令
和
五
年

度
の
事
業
、
予
算
関
係
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
報
告
の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
た
め
事
業
が
進
め
に
く
い
一
面
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
例
年
の
参
加

者
は
七
〇
名
余
だ
そ
う
で
す
が
、
今
年
度

は
四
〇
名
余
で
し
た
。

研
修
室
入
口
の
机
の
上
に
は
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
心
温
ま
る
ご
寄
附
の
食
品
が
た

く
さ
ん
置
い
て
あ
り
、
で
き
る
だ
け
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

続
い
て
研
修
会
に
入
り
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
お
念
仏
申
す
生
活
」。
講
師
は
、
市

野
覚
生�
師
で
す
。
三
〇
代
の
若
い
ご
住
職

で
、
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
し
た
口
調
で

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
仏
法
は
若

い
時
に
聞
け
」「
み
教
え
に
問
い
、
聞
き
、

語
り
、」「
と
も
に
育
ち
あ
い
な
が
ら
、
解

決
し
克
服
す
る
念
仏
」「
ま
た
花
の
よ
う

な
教
え
と
お
浄
土
」
と
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
も
後
期
高
齢
者
に
な
り
、
普
段
の
生

活
で
「
朝
に
は
紅
顔
あ
り
て
、
夕
べ
に
は

白
骨
と
な
れ
る
身
な
り
」
と
心
に
と
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
、
出
雲
組
で
は
第

十
三
期
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
仲
間
が
増
え

る
こ
と
を
念
じ
ま
す
。

合
掌

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

　総
会
・
研
修
会

出
雲
組
　
通
傳
寺
　
日ひ

　
野の

　
邦く

に

　
雄お
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僧
　
侶
　
研
　
修
　
会

九
月
十
一
日
（
月
）、
僧
侶
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

森
田
眞
円�

勧
学
（
奈
良
教
区�

葛
城
中

組�

教
善
寺�

住
職
）
を
お
招
き
し
、「
善
導

大
師
と
観
無
量
寿
経
」
と
題
し
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
勤
式
講
習
会
で
は
、
小
原
靜
伍

教
区
勤
式
指
導
員
か
ら
、「
組
・
一
般
寺

院
で
の
『
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
』」
に
つ

い
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
よ

り
多
く
の
僧
侶
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く

た
め
の
伝
道
教
化
施
策
の
一
環
と
し
て
、

現
地
会
場
（
山
陰
教
堂
）
の
ほ
か
、
鳥
取

伯
耆
組
妙
寂
寺
・
大
田
西
組
西
楽
寺
の

二
ヶ
寺
の
協
力
の
も
と
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
を
東
西
二
会
場
設
け
て
開
催
し
ま
し

た
。オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
」
を
使
い
二
会
場
に
映
像
と
音
声
を
配

信
。
会
所
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
ご

寺
院
の
お
か
げ
で
、
円
滑
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
、
六
十
二
名
（
山
陰
教
堂

四
十
三
名
、
妙
寂
寺
六
名
、
西
楽
寺
十
三

名
）。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
講
義
資

料
の
内
容
が
細
か
く
書
い
て
あ
り
、
わ
か

り
や
す
か
っ
た
。」「
今
ま
で
聞
く
こ
と
の

な
か
っ
た
観
点
の
講
義
だ
っ
た
の
で
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

青
年
布
教
使
研
修
会

益
田
組
　
善
正
寺
　
齋さ
い

　
藤と
う

　
友と
も

　
法の
り

「
講
釈
師�
見
て
き
た
よ
う
な�

ウ
ソ
を
つ

き
」。
そ
ん
な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
一
日
で

し
た
。
八
月
二
十
九
日
（
火
）、
今
年
度
の

青
年
布
教
使
研
修
会
が
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン

タ
ー
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
講
師
は
上
方
講
談
（
講
釈
）
師
・
旭
堂

南
左
衛
門�

先
生
。「
講
談
の
世
界
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
普
段
と
は
違
う
伝
統
芸
能
を
通

し
て
の
話
術
や
関
連
性
及
び
鍛
錬
な
ど
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
研
修
会
で
し
た
。

最
初
に
先
生
の
実
演
。
先
生
の
声
に
言
葉

に
熱
に
、
教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
が
い
つ
も

と
違
う
空
気
に
な
っ
て
い
る
の
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
講
義
で
は
、
仏
教
と
講
談
と
の
繋

が
り
、
歴
史
や
成
り
立
ち
を
わ
か
り
や
す
く

紐
解
い
て
教
え
て
い
だ
だ
き
、
江
戸
・
明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
、
ど
の
時
代

の
お
話
も
想
像
が
膨
ら
む
よ
う
な
内
容
で
あ

り
ま
し
た
。
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
お
話
は
、

後
世
に
も
旭
堂
一
門
の
話
（
ネ
タ
）
が
残
る

よ
う
に
「
自
分
の
弟
子
を
最
低
一
人
は
持
つ
、

伝
え
育
て
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

山
陰
教
区
の
青
年
布
教
使
も
年
々
と
減
少

し
た
り
、
活
動
の
幅
が
少
な
く
な
っ
た
り
し

て
い
る
の
で
、「
育
む
場
、
布
教
環
境
を
整

え
る
」
こ
と
を
大
事
に
し
、
浄
土
真
宗
の
み

教
え
を
今
後
も
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、

改
め
て
学
ん
だ
実
り
あ
る
研
修
会
で
し
た
。
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本
願
寺
山
陰
教
堂
報
恩
講

十
月
二
十
日
（
金
）、
本
願
寺
山
陰
教

堂
の
報
恩
講
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

午
前
の
法
要
は
「
無
量
寿
経
作
法
」、
午

後
の
法
要
は
「
正
信
念
仏
偈
作
法
（
第
二

種
）」。
結
衆
と
し
て
飯
南
組
と
邑
智
西
組

の
ご
法
中
に
、
奏
楽
員
と
し
て
雅
龍
会
の

皆
さ
ま
に
ご
出
勤
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
と
り
や
め
て

い
た
お
斎
を
再
開
し
、
従
来
の
形
で
報
恩

講
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
担
当
者
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
法
要
並
び
に
ご
法
話

の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
、
ご
自
宅

か
ら
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

ご
講
師
は
、
本
願
寺
派
布
教
使�

竹
内
俊

之�

師
（
兵
庫
教
区�
揖
龍
東
組�

浄
蓮
寺�

ご

住
職
）。
参
拝
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
お

聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
よ
う
こ
そ
お
参
り
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

十
月
六
日
（
金
）、
山
陰
教
堂
教
化
セ

ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、「
連
研
の
た

め
の
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
三
年
間
は
中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と

同
様
の
丸
一
日
の
開
催
で
し
た
。
教
区
・

組
の
現
状
や
問
題
点
、
門
徒
推
進
員
に
よ

る
視
点
な
ど
、
教
区
内
の
連
研
も
再
開
し

始
め
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

一
旦
休
止
し
た
た
め
に
、
な
か
な
か
再
開

の
メ
ド
が
立
た
な
い
組
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
「
葬
儀
や
法
事
は
何
の
た
め
に

す
る
の
で
す
か
。
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

「
連
研
の
た
め
の
研
究
会
」
に
参
加
し
て

佐
波
組
　
浄
土
寺
　
西に

し

　
原は

ら

　
真ま

さ

　
公ぎ

み

で
す
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
備
後
教
区
の
坂
原

英
見�

師
を
講
師
に
お
招
き
し
て
学
び
を
深

め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
通
夜
・
葬
儀

の
形
態
も
様
変
わ
り
し
、
事
前
焼
香
や
流

れ
焼
香
な
ど
、
一
般
の
参
列
が
で
き
な
い
状

況
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
み
教
え
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
の
か
参
加
者
全
員
、
悩
み
・
意
見
を

交
わ
し
た
研
修
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
講
師
の
「
寺
院
浴
」
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
お
風
呂

に
入
り
「
イ
イ
湯
だ
な
～
」
と
思
わ
ず
言
っ

て
し
ま
う
よ
う
に
、
お
寺
に
参
っ
て
「
こ
こ

が
え
え
の
ぉ
ー
」
と
言
え
る
よ
う
な
お
寺

で
あ
り
た
い
。
そ
こ
に
お
寺
の
あ
る
べ
き
姿

が
見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
僧

侶
も
つ
い
、
顔
が
こ
わ
ば
っ
て
し
ま
う
と
こ

ろ
を
、
お
風
呂
に
入
り
顔
が
緩
む
よ
う
に
、

私
た
ち
も
柔
ら
か
い
顔
に
変
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
僧
侶
と
門
信
徒
一

緒
に
お
念
仏
さ
せ
て
い
た
だ
く
顔
作
り
に

今
こ
そ
励
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
今
、
墓
じ
ま
い
、
仏
壇
じ
ま
い
、
終

活
の
言
葉
を
多
く
聞
き
ま
す
。
実
際
、
何

件
も
そ
の
場
面
に
立
ち
合
っ
て
き
ま
し

た
。
今
の
社
会
状
況
を
見
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
方
を
自
由
に
選
べ
る
時
代
と
な

り
、
価
値
観
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
い
う
現
状
の
中
で
「
終
活
」
を
「
宗

活
」
に
換
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。
と
も
に
み
教
え
を
喜
べ
る
友
だ

ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
聴
聞
す
る
環
境
、
そ

の
場
所
こ
そ
お
寺
で
す
。
お
寺
で
お
聴
聞

す
る
仲
間
が
仏
婦
で
あ
り
仏
壮
、
門
推
で

も
あ
り
ま
す
。
ご
法
義
を
共
に
味
わ
う
仲

間
を
「
寺
友
だ
ち
」
と
呼
ば
れ
る
そ
う
で

す
。
今
こ
そ
寺
友
だ
ち
と
一
緒
に
寺
院
浴

に
浸
か
り
、「
い
い
湯
だ
な
ぁ
」
と
言
い
合

え
る
繋
が
り
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
み
教
え
に
触
れ
る
場
が
通
夜
・

葬
儀
で
あ
り
、
連
研
で
も
あ
る
の
で
す
。

実
は
こ
の
度
の
研
究
会
は
、
た
ま
た
ま

席
が
と
な
り
だ
っ
た
法
友
（
寺
友
だ
ち
）

と
の
最
期
の
お
聴
聞
（
研
修
）
と
な
り
ま

し
た
。
お
聴
聞
を
喜
び
と
す
る
彼
と
一
緒

に
い
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
法

縁
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　合
掌
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寺
族
婦
人
研
修
会

期
　
日
　
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

　
　
　
　
十
月
二
日
（
月
）
～
四
日
（
水
）

場
　
所
　
本
願
寺
仙
台
別
院

　
　
　
　
相
馬
組
（
福
島
県
）
寺
院�

他

参
加
者
　
十
八
名

山
陰
教
区
寺
族
婦
人
会
連
盟
で
は
、
平

成
二
十
六
年
に
「
仙
台
別
院
参
拝
と
被
災

地
復
興
応
援
」
と
し
て
本
願
寺
仙
台
別
院

や
南
三
陸
町
・
気
仙
沼
を
訪
れ
、
そ
れ
以

来
の
現
地
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
十
二
年
が
経
過
し
た
現

在
の
様
子
や
、
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
学

習
し
、
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
仙
台
別
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
方
の
お

話
の
中
で
、
被
災
し
家
族
を
亡
く
し
て
暫

く
は
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
、
や
っ
と
新
た
な
自
分
に

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

二
日
目
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
や
浪
江

町
の
寺
院
に
て
現
在
の
様
子
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
発
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に

期
　
日
　
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

　
　
　
　
十
月
十
六
日
（
月
）

会
　
場
　
本
願
寺
山
陰
教
堂
　

　
　
　
　
教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

参
加
者
　�

六
十
二
名
（
現
地
参
加�

五
十
九

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加�

三
名
）

講
師
は
、
山
名
立
洋�

師
（
鳥
取
因
幡
組�

養
源
寺�

住
職
、
鳥
取
因
幡
組�

組
長
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派�

寺
院
サ
ポ
ー
ト
講
座
「
お

寺
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
研
修
」
講
師
）。

「『
求
め
ら
れ
る
お
寺
と
は
』
～
寺
院
サ

ポ
ー
ト
講
座
か
ら
見
え
て
来
た
も
の
～
」

門
徒
総
代
会
研
修
会

あ
る
寺
院
で
は
、
ご
門
徒
も
帰
っ
て
来
ら

れ
ず
、
本
堂
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、

再
建
さ
れ
て
い
な
い
寺
院
も
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
の
従
業
員
の

方
、
バ
ス
ガ
イ
ド
の
方
一
人
ひ
と
り
が
被

災
者
で
あ
り
、
多
く
の
悲
し
み
や
、
助
け

て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
涙
な
が
ら

に
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
被
災
地
を

訪
れ
た
こ
と
で
、
整
備
さ
れ
た
町
が
あ
る

一
方
で
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
寺
院
が
あ

る
こ
と
や
、
消
え
る
こ
と
が
な
い
悲
し
み

や
感
謝
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
学
び
の
大
き
い
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

名取市閖上の慰霊碑。慰霊碑と同じ高さ（8.4ｍ）の津波が押し寄せた

と
題
し
、
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
講
師
の
ご

自
坊
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
な

事
例
を
交
え
な
が
ら
、
寺
院
運
営
の
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
も
行
い
、
三
名
の
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
総
代
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
お
寺
を
考
え
て
い
く
う
え
で

大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
話
が
と
て
も
密
で

わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
今
日
の
お
話
を
多

く
の
方
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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第
七
回
青
年
教
化
指
導
員
研
修
会
に

参
加
し
て

鹿
足
組 

誓
立
寺
　
朋と
も

　
澤ざ
わ

　
融ゆ
う

　
智ち

八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、

本
願
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
七

回
青
年
教
化
指
導
員
研
修
会
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

各
教
区
の
青
年
教
化
指
導
員
や
仏
教
青

年
連
盟
に
関
わ
る
方
、
教
務
所
職
員
の

方
々
約
五
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
本

研
修
会
。
初
日
は
講
師
を
し
て
い
た
だ
け

る
予
定
だ
っ
た
先
生
が
所
用
の
た
め
急
遽

欠
席
と
の
こ
と
で
、
指
導
講
師
の
先
生
方

が
中
心
と
な
っ
て
研
修
を
進
め
ら
れ
て
い

た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
Ｏ
Ｓ
Ｔ
（
オ
ー
プ

ン
・
ス
ペ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
と
い

う
形
で
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

が
テ
ー
マ
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
話
し
た

い
内
容
の
テ
ー
マ
の
と
こ
ろ
に
集
い
、
途

中
で
グ
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
て
も
よ
し
、
途

中
で
別
の
テ
ー
マ
の
場
所
に
入
っ
て
も
い

い
と
い
う
形
は
、
私
自
身
初
め
て
行
う
研

修
形
態
で
驚
き
ま
し
た
。
指
導
講
師
の
方

か
ら
も
、
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
の
テ
ー
マ
の
提
起
を
求
め
ら

れ
、
流
れ
の
中
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

に
つ
い
て
」
と
い
う
形
で
テ
ー
マ
を
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
は
「
あ
な

た
の
夢
は
？
」
や
「
仏
青
の
目
指
す
姿
と

は
？
」
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
中
で
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
そ
れ

ぞ
れ
感
じ
て
い
る
の
か
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
・
立
場

か
ら
聞
け
た
の
は
、
す
ご
く
新
鮮
で
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
は
教
務
所
職
員
と
そ
れ
以
外
に

分
か
れ
、
数
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
や
、
自
身
の
活
動
を
も
と
に
ど
う
関

わ
っ
て
い
き
た
い
か
、
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
青
年
教
化
指
導
員
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
り
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

若
い
人
に
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
伝
え

て
い
く
こ
と
に
必
要
な
の
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
と
、
同
じ
思
い
を
も
つ
仲
間
だ
と
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
に

仲
間
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
財
産
で
す
。

2024（令和 6）年1月1日、石川県能登地方を震源とするマグニ
チュード7.6の地震が発生し、各教区から宗派に被害の報告が寄せら
れています。
継続した被災地の復興支援を目的として、下記の通り宗派災害義
援金の募集が開始されましたので、ご協力いただきますようお願い
申しあげます。

１. 募 金 の 名 称
　浄土真宗本願寺派　たすけあい運動募金
　「令和 6年能登半島地震　災害義援金」
２. 受付口座番号
　郵便振替　０１０００－４－６９９５７
　加入者名　たすけあい募金
　銀行振込
　銀行　ゆうちょ銀行
　店名　一〇九（イチゼロキュウ）店
　番号　当座　００６９９５７
　名義　たすけあい募金
　※�通信欄に「能登地震」とご記入ください。住所、連絡先、領収
書名のご記入をお願いします。

　※�インターネットバンキングにて振込の方には、入金確認後、住
所、連絡先、領収書名義等について確認のご連絡をいたします。

　　�お預かりした募金は災害義援金として、被災地へ送金されます。
３. 受 付 期 間
　2024（令和 6）年 1月 5日（金）から当分の間
４. 問い合わせ先
　〒600-8501��京都市下京区堀川通花屋町下ル本願寺門前町
　浄土真宗本願寺派伝道本部　社会部＜災害対策担当＞
　ＴＥＬ�075-371-5181　ＦＡＸ�075-365-6199
　saigai-taisaku@hongwanji.or.jp

2024年 1 月 1日に発生した「令和 6年能登半島地震」
で被災された皆さまに、お見舞い申しあげます。
このたびの地震において被災された方々に対し緊急
の対応を行うため、宗派支援センターが設置されまし
たのでご案内いたします。

▶名称
令和 6年能登半島地震�浄土真宗本願寺派能登半島
地震支援センター

▶設置場所
本願寺金沢別院
〒920-0851��石川県金沢市笠市町 2番47号
電話�090-2565-5325／090-2163-5325（携帯電話 2回線）
FAX�076-221-6417

▶設置期間
2024（令和 6）年 1月 8日（月）～当分の間

▶活動内容
１.�ボランティア活動に関する情報の収集と提供
２�.�宿泊場所の提供（ご自身でホテル等を手配のう
え活動していただくことも可能です）
３.�支援物資の要望と受け入れの連絡調整
４.�ボランティア活動に参加する方への支援活動
５.�石川教区現地緊急災害対策本部との連絡調整
６�.�継続的取り組み及び組織的取り組みに関する連
絡調整と資料・情報収集
７.�その他必要と思われる事項
※�最新の情報については、支援センターの公式サイトを
ご確認ください。（https://www.incl.ne.jp/honganji/）

「令和 6 年能登半島地震　災害義援金」について令和 6 年能登半島地震 浄土真宗本願寺派
能登半島地震支援センター開設について
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飯
南
組
実
践
運
動
の
取
り
組
み

飯
南
組 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

　高

　
橋

　
浩

　
文

は
し

た
か

ひ
ろ

ふ
み

最
初
に
、
飯
南
組
に
お
け
る
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
と
活
動
に
つ
い
て
、
主

要
事
業
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

【
貧
困
問
題
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
を
理
解
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
実
践
活
動
を
推
進
す
る
】

令
和
元
年
、
飯
南
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
が
、

不
要
に
な
っ
た
本
や
Ｃ
Ｄ
を
回
収
し
、
そ

の
買
取
金
で
、
紛
争
が
続
く
国
へ
赤
ち
ゃ

ん
用
お
む
つ
を
送
る
な
ど
の
活
動
を
支
援

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

飯
南
組
と
し
て
、
こ
の
活
動
に
賛
同
し
、

組
実
践
運
動
委
員
さ
ん
に
協
力
依
頼
を
し

て
九
百
点
を
回
収
、
翌
年
に
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
と

町
内
五
つ
の
公
民
館
に
回
収
場
所
を
お
願
い

し
、
館
報
等
で
広
く
周
知
し
て
も
ら
い
、

六
千
点
余
り
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
の
休
部
も
あ
り
、

飯
南
組
と
公
民
館
共
同
で
活
動
を
継
続
し

て
三
年
に
な
り
ま
す
。

【
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
、
精
神
的
な
孤

立
を
防
ぐ
た
め
に
、
お
寺
が
地
域
の
つ
な

が
り
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ご
縁

を
結
ぶ
】

常
任
委
員
会
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
寺

に
集
ま
り
や
す
く
、
手
助
け
し
や
す
い
も

の
を
検
討
し
、「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
と

朝
の
お
つ
と
め
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
事

前
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
現
況
調
査
を
行
い
、

組
委
員
会
で
の
班
別
協
議
、
寺
院
間
で
の

調
整
、
打
合
せ
を
経
て
、
令
和
三
年
に
試

行
、
四
年
か
ら
町
内
四
地
区
五
ヶ
寺
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
児
童
の

感
染
対
策
や
参
拝
者
の
制
約
を
す
る
な
か

で
、
全
体
で
百
名
前
後
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
の
実

践
運
動
で
は
、
令
和
四
年
三
月
に
開
講
し

た
第
十
六
期
連
続
研
修
は
、
令
和
五
年
五

月
、
受
講
者
二
十
名
全
員
の
方
に
修
了
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
、
十
回
目
の
子
ど
も
報
恩

講
を
四
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
会
所
を
持
ち
回
り

と
し
、
住
職
が
講
師
の
役
割
を
分
担
し
て
、

全
て
の
教
化
団
体
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
当
地
に

お
い
て
、
組
を
挙
げ
て
の
地
道
な
取
り
組

み
と
積
み
重
ね
は
責
務
で
あ
り
、
次
世
代

に
お
念
仏
が
つ
な
が
る
出
あ
い
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
数
年
ぶ
り

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
患
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
世
界
的
に
大
流

行
し
て
か
ら
は
、
こ

ま
め
な
消
毒
の
お
か

げ
も
あ
っ
て
か
、
人

の
流
れ
が
制
限
さ
れ

て
も
い
ま
し
た
の
で
、
一
度
も
風
邪

を
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
で
し
た
し
、
家
族
も
罹
患

し
た
の
で
余
計
に
し
ん
ど
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
テ
レ
ビ
で
、
人
生
で
涙

す
る
時
間
は
約
十
九
日
間
、
家
族
で

ご
飯
を
食
べ
る
時
間
は
約
三
年
間
、

風
邪
を
引
い
て
い
る
時
間
は
約
五
年

間
と
い
う
C
M
を
目
に
し
ま
し
た
。

長
い
か
短
い
か
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り

ま
し
ょ
う
が
、
自
分
や
家
族
が
元
気

な
時
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
あ
る

か
の
よ
う
に
毎
日
を
過
ご
し
、
風
邪

を
引
い
た
と
き
や
怪
我
を
し
た
と
き

は
と
て
も
不
自
由
に
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
自
分
や
家
族
が

元
気
で
ど
こ
か
へ
出
か
け
、
好
き
な

物
を
食
べ
、
笑
っ
て
い
ら
れ
る
時
間

が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
の
時
間
を
と
て
も
有
難

く
感
じ
ま
す
。
元
気
で
い
る
こ
と
は

決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
、
有
難

い
時
間
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

心
に
と
め
、
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
M
・
S
）

職員
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編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
五
類

に
な
り
、
地
域
の
事
業
や
行
事
も
様
子
を

見
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
三
年
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
区
の
行

事
や
お
寺
の
法
座
や
法
要
も
完
全
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

先
日
、
教
区
の
寺
族
婦
人
会
研
修
旅
行

で
、
東
北
教
区
へ
参
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
度
は
、
仙
台
別
院
と
福
島
県

相
馬
地
方
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
お
寺
の
復

興
は
ま
だ
ま
だ
先
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
あ
の
大
震
災
か
ら
十
二
年
。
福
島
原

発
の
処
理
水
の
問
題
、
人
口
流
出
の
問
題

等
々
、
沢
山
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
別

院
で
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
、
ご

講
師
は
、
ご
両
親
と
可
愛
い
盛
り
の
我
が

子
を
津
波
で
亡
く
さ
れ
、
そ
の
時
の
話
を

私
達
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
よ

う
や
く
涙
な
し
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
十
二
年
か
か
り
ま
し
た
。」
と
。

外
か
ら
見
た
だ
け
で
は
判
ら
な
い
こ
と
、

そ
こ
に
行
か
な
い
と
判
ら
な
い
空
気
感

を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

何
気
な
い
日
常
の
有
り
難
さ
を
感
じ
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
問
う
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　（
O
・
K
）

本
願
寺
派
の
宗
教
教
誨
は
明
治
六

年
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
今
日
ま
で
に

一
五
〇
年
の
間
、
多
く
の
先
人
た
ち

の
尽
力
に
よ
り
活
動
が
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た

「
本
派
教
誨
百
五
十
周
年
記
念
大
会
」

で
は
、「
本
派
教
誨
の
伝
統
、
今
何
を

実
践
す
べ
き
か
」
と
の
総
会
テ
ー
マ

の
も
と
、
多
様
化
す
る
社
会
状
況
に

応
じ
た
今
後
の
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。

ご
門
主
は
お
言
葉
の
中
で
、
昨
年
四

月
の
改
正
少
年
法
の
施
行
、
令
和
七

年
六
月
ま
で
に
は
一
五
〇
年
ぶ
り
に

刑
罰
制
度
が
見
直
さ
れ
、「
懲
罰
」
か

ら
「
更
生
」
へ
と
犯
罪
抑
止
が
重
視

さ
れ
る
転
換
期
に
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
ら
れ
、
信
教
の
自
由
の
も
と
浄
土

真
宗
の
教
義
に
基
づ
き
、
被
収
容
者

の
更
生
を
促
し
、
社
会
復
帰
を
は
か

る
と
い
う
教
誨
師
、
篤
志
面
接
委
員

の
重
要
性
を
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。こ

の
度
、
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
所

長
の
満
井
秀
城�

師
の
基
調
講
演
「
人

間
の
罪
業
性
を
考
え
る
」
と
、
龍
谷

大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
加
藤
博
史�

師

の
記
念
講
演
「
教
誨
の
歩
み
、
課
題
、

挑
戦
、光
源
」
を
聴
講
い
た
し
ま
し
た
。

満
井�

師
は
「
自
ら
の
犯
し
た
罪
に
苦

し
む
人
々
に
慈
悲
を
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
、
加
藤�

師
は
「
被
収
容

者
と
同
じ
目
線
で
向
き
合
い
心
を
通

い
合
わ
せ
る
こ
と
」
を
力
説
さ
れ
ま

し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

自
分
自
身
を
見
直
す
貴
重
な
時
間
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
陰
教
区
矯
正
教
化
連
盟
は
、
教
務

所
長
を
支
部
長
と
し
、
教
務
所
職
員

が
事
務
局
を
担
当
。
鳥
取
、
松
江
の

両
刑
務
所
・
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
の
三
ヶ
所
で
八
名
の

教
誨
師
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
施
設
ご
と
に
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
若
干
異
な
り
ま
す
が
、
私
の
所
属

す
る
松
江
刑
務
所
で
は
、
基
本
的
に

は
月
一
回
一
人
あ
た
り
四
〇
分
を
目

安
に
、
個
人
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
収
容
者
が
出
所
す
る
ま
で
の
間
そ

れ
が
続
き
ま
す
。
施
設
の
行
事
等
に

参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

各
方
面
の
研
修
会
や
勉
強
会
を
通
し

て
自
己
研
鑽
に
そ
れ
ぞ
れ
が
努
め
て

い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

出雲組 宗玄寺

藤 森 觀 海
ふじ もり かん かい

本派教誨150周年記念大会


